


































Philosophia OSAKA を発行する予定です。 
 上野教授が“Faith and Reason in Spinoza’s Tractatus Theologico-Politicus”という題で、国際宗
教学宗教史会議第 19 回世界大会(XIXth World Congress of the International Association for the 
History of Religions, Tokyo, 2005.3.29: Organized panel.)で提題発表しました。 
 入江教授は、ドイツ・パッサウ大学ならびにアメリカ・ピッツバーグ大学にて研究中です。吉永
助手は９月３０日付けで退職し、１０月１日から岐阜聖徳大学にて助教授として勤務しています。
佐々木前助手は４月１日から高知工業高等専門学校に勤務しています。 
（中橋） 
○ 臨床哲学 
 大学院（臨床哲学）には、看護・介護職などからの社会人入学者を含め前期課程８名，後期課程
５名の計１３名、学部（倫理学）は２年８名，３年生８名，4年生１０名の計２６名が在籍している。
鷲田清一、中岡成文、本間直樹、紀平知樹の各教員が哲学哲学史、現代思想文化学の教員と連携し
つつ、教育・研究活動に当たっている。 
 本年度の講義・演習は、「臨床哲学ネットワーキング（1）（２）」（全教員）、「臨床哲学研究
（５）（６）」（中岡、紀平）、「臨床哲学概論」（中岡、本間、紀平）、「倫理学概説」、「社
会の中の人文学」（２１世紀COE科目）、「哲学のフィールドワーク（１）（２）―イメージを読
む」（以上鷲田）、「ひとは何を欲求するか III、IV（生命の臨床）」（中岡）、「哲学的コミュ
ニケーションの探求と実践」、「身体・無意識・社会（身体の臨床）」（以上本間）、「自然の価
値と人間の地位（環境の臨床）」、「持続可能な開発の倫理（環境の臨床）」、「世界と生の関連
（1）、（２）（環境の臨床）」（以上紀平）、「生命のはじまりをめぐる倫理問題（生命の臨床）」
（霜田講師）、「英語による三基本学芸―対話法・修辞法・文書法」（寺田講師）、「科学技術と
倫理 III、IV」（２１世紀COE科目、稲葉講師他）、「臨床医療の現場から」（２１世紀COE科目、
霜田講師他）。 
 なお４月１日付けで中岡がコミュニケーションデザイン・センター長を伴任し、本間が同センタ
ー専任講師に着任し文学研究科を兼任している。 
（紀平） 
